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20 5育苗資材
平成２７年度 生産者モニター試験結果報告書 ＪＡたきかわ

福田　慎一

　今回初めて使用したが、水管理を慣行区と一緒に
行ったため苗の根張りにバラつきが出たところもあっ
た。
　初期生育の段階では生長が遅かったため心配した
が、後半は慣行区と変わらないまでに生長した。
　作業性については、軽く苗伏せの作業はしやすかっ
た。
　本田移植は試験区を新田にしたため、浮き苗が出て
しまった。
　来年も継続して使用し、水管理と本田移植に注意し
ていきたい。

　培土からの切替にあたり苗の生長など不安な部分
はあったが、省力化資材として評価できる資材だと思
う。
　他の組合員で試験した方も問題無かったようだっ
た。来年も生育状況を確認していきたい。

　継続して使用したい。
　来年度は新田ではなく、昔から使っている田んぼに
定植する予定。水管理を調整したい。

（１）作業性について（慣行品との比較）
　培土と違い軽く、作業性は良かった。
　本田移植時、新田だったため浮き苗が出た。

（2）作物の生育状況または、収穫への影響
　培土と同じ量の水をやると浮くこともあるが、特に
異常は無かった。
　初期生育は遅かったが、後で追いついた。
　分結の時期は一緒だった。

（３）栽培管理上の優位点あるいは問題点について
〔優位点〕：軽さ
〔問題点〕：水管理
（4）資材の強度・耐久性・崩壊性について
　特に問題なし。

（5）促成・抑制効果について
　特に変化なし。

（6）雑草・病害虫の発生について
　特に変化なし。

試験結果 モニター感想

今後の使用について

JA担当者の感想（資材課 大谷 氏）

クミアイこめパワーマット（寒冷地用）

水稲

4月22日～10月

試験目的試験目的

慣行資材慣行資材

栽培方法栽培方法

資材使用期間資材使用期間 試験区面積試験区面積

試験作物
及び品種
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及び品種

試験資材
及び数量（規格）
試験資材

及び数量（規格）

4,000㎡

培土

慣行区：5月22日
試験区：5月21日

定　植　日

試験区（5月18日） 根張り状況（5月18日）試験区（左）、慣行区（右）（5月18日）

水稲育苗用ロックウールマットの効果確認試験

水稲育苗用ロックウールマットの
効果確認試験


